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Pト4型電力線搬送電話装置

磯 華*

The二Type PF-4Power LineCarrier Telephone System

By KaoruIsozaki

Totusuka Works,Hitachi,Ltd.

Abstract

Keeping pace with the development of the powerline carrier system,the

extra-multiplex system has beenintroducedin the powerline carrier telephones

for mainline use and the size of these hasbeenreduced,thus to realize a better

economyin theirinstal1ationcostandthesimplificationofmaintenance･Whilein

thelocalpowerline,for whichis permissible a free allocation of frequencies,

simpli丘ed type telephones have been takeninto extensive use,SuCh assimplified

powerlinecarriertelephonesforline-manuSeOr electricloaddispatcheruse･

Hitachi,Ltd.recently supplied the Niigata Electric Bureau with Type PF-4

powerline carrier telephone system oflight-loaded type which,beingsuperposed

onthepowerline,is displaying animportant rolein theliaison service between

constructiongrourIds.Thisequipmentemployshighqualitycomponentswhichcan

makesupforthereducedsizewiththeirhighe伍ciency,andeach panel,Whichis

to beinsta11ed closely to the wall,isbuiltin aplug-1n SyStem anddesignedtobe

OPeratedfrom the front･

By a classi丘cation,thisis a terminalequlpment SerVing as a one channel

carriertelephone,designed on carrier and both-Side band transmission system,in

use on a transmissionline whose transmissionlossis no more than40db.The

communication by this equlpment depends on a simultaneousreception and trans･

mission systemin which two frequencies,distinguished by a difference oflOkc,

are used for calling and recelVlng･An automatic galn COntrOller and super･

heterodyne system are adopted for the receiver for an unfailing communication･

The signa11ing systemis operated for the selective calling by callsign and the

voicefrequency call,and maintains positive function aslong as the communication

is keptin order.The equlpment also enables the exchange with magnetic tele-

phone and monitoring.Moreover,the remodelling of the equlpment tO the two

frequency duplex systemisunder considerationby the manufacturer.

〔Ⅰ〕縛 盲

送電線を伝送路に利用する電力線搬送電話装置は天候

に対し脆弱な保安通信線に比し,非常災害時においても

信頼度の高い安定な通話を確保し,しかも建設費,維持

*
日立製作所戸塚工場

費を節約し得ることゝ線路が高周波的にも安定化された

ため近年において長足の進歩をとげている｡

最近においては限られた周波数の合理的利用と施設の

経済化のため4通話路,6通話路または12通話路の超

多重小型電力線搬

になった｡

装置が主幹緑に対し使用されるよう
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一方簡易型保線用あるいは給電指令用電力線搬送電話

装置は比較的に周波数を自由に使用できる60kV以下

の二次発変電所問保線用,給電開ならびに発変電所工事

用通信回線として需要が増加している｡

日立製作所においてもこれら要望に沿い各種電力線搬

送電話装置を製作して来た(1)(2)｡今搬小型実 方式によ

るPfし4型電力線搬送電話装置を完成しノた｡この装置ほ

簡易型電力線搬送電話端局装置で構造ほ各盤が簡単に鉄

架より前面に引出し得るプラグイン接続方式を

小型実装を行なっている｡目下新

用した

県電気局三面発電所

猿田変電所問30kV工事用送電線に重畳し,工事

岡ならびに業務用通信連絡に威力を発揮している｡以下

その製品の概要を ベ大方の御参考に供したい｡

〔ⅠⅠ〕製作 方 針

この種装置は主に保線用,短距離送電線用または発変

電所工事現場に設置されるため,通信機械保守のため特

別の技術者を常置せしめるごときは不可能である｡した

がって装置ほ安定で構造は堅牢で保守容易でしかも価格

は低廉でなければならない｡このため構造ならびに性能

上下記のごとき考 を払い製作した｡

(1)機器使用上の利便より両側帯波伝送方式を採開

した｡

(2)10kcまたは20kcを中間周波とする超ヘテロ

ダイン受信方式により他の通話に対し信号対雑音

比を改善し,現行の電力線搬送周波数配列のいか

なるものも

(3)

;を容易にLた.∴第l図に電力線搬

置の周波数酉己列を示す｡

号器は音声周波符号呼出ならびに音声呼出と

し,音声用改発振器拡声増幅器は共用L,信号器

を簡単にししかも確実にした｡

(4)動作状態点検はすべて前面より行ない詳細に内

部の点検を要する場合ほ,その盤を架より引出し

試験コードを接続し,動作状態で点検できるよう

にし,保守に便ならしめた｡

i､､-∵㌧㌧

/｢月

第36巻 第6号

(5)使用部品は安定性を強化し,しかも構造は小型

実装方式を採用した｡

(6)簡易型ではあるが線路損失の変動に対し自動利

得調整器を備え,常に良好なる通話ができるよう

にした｡

(7)一部部品追加により2周波転換式簡易型給電指

令搬送端局へ簡単に変更できるよう考癒した｡

(8)電源はすべて交流電源を用いるエリミネ←夕方

式にして自蔵し,入力電源電圧変動に対し調整可

能にした｡

(9)既設PH-2塑給電指令搬端(10W)と並列接続

に対し混信を防止し,送受信~濾波器はこれに耐え

るよう考慮した｡

〔ⅠⅠⅠ〕製
日

月ロ の 概 要

(り 用 途

本装置は使用周波数帯における線路損失40db以下の

電線を伝送路として一線および大地帰線または2線金

属回路をもって搬送電話1通話路を構成する端局装置で

ある｡通話は送受信に10kc異なった周波数による同時

送受諸方式である｡

信号方式ほ音声周波符号呼出ならびに音声呼出を使用

し,他の磁石式電話機への交換,聴話が可能である｡

(2)送受信回路

本装置の回路図は第2図のごとくである｡またレベル

ダイヤグラムは第3図に示す｡その動作説明をすると,

結合濾波器,高周波ケ←ブル,保安器を経て送電線より

入された通話またほ信号電流は受信濾波器尺βFによ

り所要帯域のみ選択せられ,復調器盤β丘〟の抵抗減衰

器Pを経てリング復調器n,凡略,れに入る｡また変調

増幅器盤CSAの水晶発振器考lち(19忍-ろ1)より供

給される搬送電流により周波数変換され,帯域濾波器

β月fし10にて下帯域を選択して,10kcの中間周波増幅

を1n(19几卜斤9),坑(19斤一旦1)で行なっている｡また

検波電流の一部を γ1の格子に帰還して速応性の日動利
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第3図 PF-4塾電力線搬送電

話装置略回路ならびに

レベルダイヤグラム

Fig.3.Schematic Circuit

Diagram and Level

DjagramoftheType

PF-4CarrierSystem 〃
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得調整を行い,線路損失の変化に対応している｡検波器

βCにて復調された音声電流は低域濾波器βエ乃L2.3,

ハイプリソドコイルn2を経て附属電話器7官エまたは

拡声器回路5夕月凡〟)に送出される｡

拡声器盤5P,A且〃〕においては信号周波数のみ帯域礪

波器(ガ〃V仁一βダ)にて選択せしめ,坑(19好一β9),巧

(19月一夕11)で増幅されて附属電話器の拡声器を鳴動せし

める｡巧(19ルト斤9)で増幅された信号電流ほ整流器

斤EC21にて整流し,11の格子に印加される｡このため

れは信号電流を受信した場合のみ最

し,常時11の格子電圧ほ

な動作点に移動

断点以下に調整し通話なら

ぴに雑音に対しては拡声器ほ鳴らない｡

呼出を受け 受話器を上げればフックスイッチ月51に

より維電器7署附勢せられ,∠わ接点開成し, 調増幅器

盤SC∠4坑,坑(19斤一夕11)陽極電圧印加される｡音声

電流は n(19且み斤9)で増幅され変成器r2より,ま

た7k晶発振器ズ,lち 搬のhソよ r器成変瀞電 より

それぞれ朽,nの格子に印加されて変調増幅し,送信

波器を経て受信 汲器と並列となり線路に送出され

る｡

呼出の信号ほ附属電話器内の呼出竃 を押せば拡声器

盤SP,AA〟)継電器尺C附努せられ,接点γど1～γC4切換

えられl勺は発振回路を構成し,帯域濾波器(斤ムV仁一βダ)

で決定される信号周波数を発振し変調増幅され線路に送

出される｡

附属電話機の聴話電 を倒せば拡声器盤継電器ββ動

作し,接点γわ1～7みコは帯域 波器を除去し,接点γわ3ほ

はnの負格子電圧を最適値に切換え,音声電流は n,

巧で増幅され,附属電話器の拡声掛こ導入され聴話す

ることができる｡

附属電話器内の磁石式交換電鍵を倒せは磁石式電

とこの附属電話機回路と切換えられ,附属電話機と同

に通話することができる｡

第11図の写真および実装周の左側は附属電話機を示

す｡

(3)性能ならびに特性

本 置の定格ならびに特性は下記のくであるっ

容線路損失 40db以下

話 路 数 1

送 方 式 搬送波送出両側帯波伝送方式

調 方 式 格子変調方式(標準変調度40%)
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Fig.4.
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OverallFrequency Characteristics

Of the PF-4Carrier System
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第6図

Fig.6.

号

自 動 利 得 調 整 特 性

Curve Showing the Effect of

Automatic GainControIDevice

Of the Receiving Circuit

周波数 210】くC,220kc

方 式 可聴聞渡符号呼描ならびに音声スピ

←カ呼･仁一H

受 信 方 式

通 話 当 量

超ヘテロダイン方式

準状態において1,000へ.,Odbの

り込みに対し -8db

條用真峯管 通信用mT管19M-R94本

対向壬民夫･偏差 通

非 直 線 性

19R→PlI5本

城に対し10db以下,第4図

に標準状態における綜合周波数特性

を嘉す｡

信側Odb±6dbの送り込みに対

し受信側においても標準値±6db

の直線性を右しこの状態において歪

率は25db以上である｡

第5図は受信機の月GCをOFF し

た場合の綜合過負荷特性を示す｡
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Fig.7.
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第8図

Fig.8.
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入力レベル(粛)

送 信 増 幅 器 過 負 荷 特 性

Overload Characteristics Curve

Of the Transmission Ampli丘er

自動利得調整 標準入力レベル ±10db の変動に

対し圧術 ほ20%以下｡第`図に

首動利得調整特性を元す｡

漏 話

雑 音

型の周波数配列の一群または異

種型の周波数配列に対し50db以上

の損失差を与えるときは50db以上

である｡

比 標準状態で50db以上

送信変調増幅器の変調周波数特性ならびに入力対出力

特性は第7図,第8図のごとくであるく)真峯管19R→Pll

プッシプル増幅器としてほ陽極電圧 +130V の場合最

大無歪出力は+32～33dbである｡故に送信 妓器迂損

約3dbと,±6db の直線性を考慮すれば標準出力ほ

+23～24dbとなり,十25dbとするには送信 環の是

損失を減少せしめるか｡陽極電圧を上げる必要がある｡

送受信濾波器の減衰特性は第9図(次頁参照)のごとく

で受信機の選択度は中間周波 波器の選択性と相加され
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Fig.9.
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送受信濾波器の周波数特性

Frequency Characteristics of the

Transmjssion and Reception Filter

100db以上となる｡第10図ほ中間周波肝帯域濾波器の特

性である｡

(4)装置の小型化

本装置は第11図の写真および実装図に示す如くであ
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Fig.10.
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Frequency Characteristics of the

Band Pass Filter

る.J高さ0.57m,幅0.52mの鉄架に従来の両面実装の

盤を取り付けた場合と外観は大体同 であるが,盤内を

特殊構造にし,′｣＼型良質の部品を使用Lて装置全体を小

±紺ヒしてある= 各盤ほ第13図の写真に嘉すごとく原則と
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第12国 運 受 信 架 裏 面

Fig.12.Rear View of the Transmission

and Reception Apparatus

第13図 プ ラ グ イ ン パ ネ ル

Fig.13.PluginPanelof the PF-4

Carrjer System

1ノてプラグイン式としすべて前面より操作できる形態に

なっており壁面に密着して設置することができる｡第12

図は装躍の裏面を示すこ､

したがって従来の片面またほ両面実 方式の3分の1

乃至4分の1に小型化され,しかも実寓距離を必要とせ

ず床面積においても従来のものゝ2分の1でまにあう:｡

またこの種端局数端局を高さ2.75mの

することも可能である｡

嘩鉄架に収容

保守力演はすべて前面より行い,詳細内部の点検を要

する場合ほその盤を架より引きHlし 験コードで接続し

て動作状態で点検ができる｡万一-一修理を要する場合は予

備品を簡単に交換できるよう考慮している｡

送 電 諸 装 置 991

その他簡易型給電指令用二周波転換 置に変更も一部

波乱 7k晶発振子,継電器追加により簡単に変更でき

るよう考慮している｡

(5)装置の特長

本装置の構造ならびに性能上の特

ある｡

は下記のごとくで

(A)装置全体を小型化し各盤はプラグイン式として

すべて前面より操作できる構造になっているので

徳行こ密着して設置できる｡故に施設の経済化なら

びに保守に便利である｡

(B)臼癌性MP蓄電器,シルバドマイカ,ダルマニ

ュム,長=寿命通信用mT管,等使用部品は安定

性を第一一とした小型化を行なっているため装置ほ

安定である｡

(C)超ヘテロダイン受信方式により他の通話路に対

し十分の選択度を耳亘り信号対雑音比が良好であ

る｡

(D) 応性自動利得調整器を備え常に良好なる通話

を行ない得る｡

(E)信号器は発 器,受信器を共用して簡易化し,

受信は苺寺殊の選択方式により音声

ない｡

流では動作し

(F)附属電話機の聴話電鍵の操作により,信号拡声

器を聴詣用に転川し,壊 を行うことができる｡

(G)附属電話器の交換電鍵により他の磁石式電話機

へ接続することができる｡

(H)部品追加あるいほ盤差換えにより2周波転換式

簡易給電指令用搬端匿変更できる｡

ミのごと

ば電力線搬

〔ⅠⅤ〕結

く本装置は小型実 方式による簡易型

1通話路の端局である｡この実装方式によれ

電話4通話路のものも標 鉄架1架に収容

可能である｡なおますます発展して行く搬 装置ほ綜合

施設の経済化,保守の合理化のためより小型化実装置方

式を検討している｡また部品に対しても安定度長

考慮した小型化の研究をし行なっている｡

今般新潟電気局納の小型実装PF-4型電力線搬送電話

装置の大要を紹介し,広く諸賢の御批判を仰ぐ次第であ

る｡終りに臨み装置製作にあたり種々御指導を賜った東

北電 引力
,新潟県電気局に厚く御礼申し上げる次第

:●
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